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「レモン果実１個当たりのビタミンＣ量」の表示に関する件 

 

 

 このことについて、清涼飲料業界では、清涼飲料水に添加したビタミンＣの量をレモ

ン果実の個数により表示することが消費者にとって商品選択のための比較の目安となる

表示であり、飲料業界としても同一基準で表示することが望ましいとの判断から、従来

から「ビタミンＣ含有菓子の品質表示ガイドライン」における基準値（２０ｍｇ／１個）

を準用して表示してきたところです。 

しかしながら、このガイドラインが昨年４月に廃止されことに伴い、飲料業界内から

これに代わる基準値が必要との強い要望が寄せられたことから、この基準値の策定につ

いて社団法人日本果汁協会と協力して検討を進めてきたところです。 

今般、本件基準値を従来と同一の基準値とすることが妥当であるとの結論が得られた

ことから、関係官庁の了解を得て、別紙のとおり両団体連名により各傘下の会員宛に通

知することといたしましたので、お知らせいたします。 
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清涼飲料水の「レモン果実１個当たりのビタミンＣ量」の表示について 

 

社団法人全国清涼飲料工業会 

社 団 法 人 日 本 果 汁 協 会 

 

食品業界においては、製品のビタミンＣ添加量を消費者にわかりやすく表

現するために、「レモン○○個分のビタミンＣ含有」等のレモン果実の個数に

より表示を行っているものがある。これらの多くは、レモン果実１個当たり

のビタミンＣ量として「２０mg」を基準として採用している。 

ついては、清涼飲料業界においてもこの基準を採用している清涼飲料があ

ることから、今回、両団体共同で、消費者が商品選択をする際の目安とする

ビタミンＣ量を、レモン果実の個数で表示するための基準の検討を行ったと

ころ、以下の結論を得た。 

 

【結論】  

清涼飲料水に添加されたビタミンＣ量をレモン果実の個数により表示する場

合には、レモン果実１個当たり「２０㎎換算」を基準とすることが適切であ

る。

 

（参考）当該表示の例示 

 

「レモン○個分のビタミンＣ配合（果汁換算）」 

 



【解説】 

 

清涼飲料の一部で、清涼飲料水に「レモン○○個分のビタミンＣ」等のレ

モン果実の個数により表示を行っている場合の基準としている「レモン果実

１個当たりのビタミンＣ量２０mg」について、今回、当該表示の妥当性につ

き検討を行ったところ、その結論は、次のとおりである。 

 

１．レモン果実１個分の重量は、食品番号表（国民栄養調査を実施する際の

摂取量を把握するために目安量等を掲載したもの）において、全果１個当

たりの目安重量が１２０ｇとされている。〔別添〕 

 

２．レモンのビタミンＣ含有量は、日本食品標準成分表 五訂（文部科学省）

において、レモン果汁（全果に対する果汁分３０％）１００ｇ当たり５０

㎎とされている。 

 

３．１及び２から、レモン果実１個あたりのビタミンＣ量を算定すると、以

下のとおりとなる。 

120ｇ(レモン１個重量)×30％(果汁分)×50mg(Ⅴ.Ｃ)/100ｇ(果汁) ≒ ２０mg  

 

４．以上の結果から、「清涼飲料水に添加されたビタミンＣ量をレモン果実

の個数により表示する場合には、レモン果実１個当たり「２０㎎換算」を基

準とすることが適切である。」との結論を得た。 
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